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写ゅうせ寺になき主3く私は内外時局章一大の際、岡らずも外務大ほの重責宏挽ふとととなり、恐悦して居るのでありまず02
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との上は粉骨前中一栄を翼賛し奉り、一億闘民協力のもとに、新らしい大東盟の建設に向って、微力本が
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ち努力し、岡氏諸活と共に現下の難局を衆切って行きたいと考へて居りまず。せんめい

未だ共閥的左側々の外交方策を附明ずる段階には至つ℃庇町Jまぜんが、絞民、・既に政府民於て決定した基本的外交政策の大要を越ベ、今後政府の採るべき外交方針につき、図民の理解を願ふと共に、抑制力なる支持を符んととを熱望して府ります。
寺、a・3えいげん現下我が閣の外交方針は、先づ支那事務底辺を中心代目、新、支をその一環とずる大東斑共柴圏urんもくくれうだうせんHAぜうらいの確立を眼目としなければなりまぜ取。是はやがて力強〈皇道を賞布し、公正なる世界平和を招来いうげいしゃ・3HVいする所以でありまして我が悶民と致しましては、との郡山怖に横たはるととろめ有形無形一切の降擬除、断乎として之を排除するの健悟が・なければなりまぜ版。H我が服代内閣が、鈴外方針として、支那事務の廃現に闘し℃、我が図に好意、を寄ぜる図に濁しては
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い5かBah-aok友好的想院をとり、とれに反ずる闘に濁しては、とれ歩『排撃する態度に出でたととは、岡より、常然のととでありますが、私は更に一歩積極的に我が方から進んで「友邦」を多くするととに努めたいと思ふ-bsとらおほ4・3Fうのであります0・即ち笛い秩序と槻念とに捉はれて、東亜の新事態に封し殊更に目を蔽ひ新世界の創造
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を妨容ずる諸闘に船内し℃は、あくまで断乎たる態艇を以て臨ひととは・申ずまでもありまぜんが、東亜の新事移ぜ認識し、自らも新らしき世界建設に逝進ぜんとずる諸岡とは、寧ろとちらから遊んで積極
てい叶りい

的に提携を貨現して参りたいと思ふのでありまず。日浦支をその一環とする大東胤共祭凶の磁立に南洋の含まれ℃ゐるととは品一一日ふまでもありまぜん。かいじん従来、裁が闘は険洲戦却すに的しでは不介入の方針をとって参ったのでありまずが、との方針Kついてげいせいほう昔は品叫ん一常り制使更を見るととは無いものと考へまず。たuy今後の形勢如何に依っては、とれを放棄するの巴むなき事態に立平一るととも漁怨されるのでありまして、従って我が闘の外交方策はあくまで図際的Lhつ〈わんだAbk〈せいしnz大時便局を法制似し、山仙波的にして、開力性ある施策を鵠じなければなら似のであります。
4んかんど3t・3以上の如〈現下我が凶の外交は、支那事畿の施理を中心とした大東却の建設を根幹とし、他の同制伊諮問と利時へ℃、各闘い氏、各民族計各tその所を狩るやう、八公平なる新世界の創始、K抗39るや句会行トれっせいあιkきれ怠ければならないのでありますが、との大目的迷成のため岡氏諸対は、.史め℃「外交は力である」ととをはっきり自党され、速かに附内側制を一新し、倒防凶ゆがの完成比最大のカを致芯れるやう
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望んで止まない次第でゆゆります。
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